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こんにちは。プロクラブフィッターの徳嵩力一（とくたけ・かついち）です。

今日なんですが、

　「あなたはまだ若い！」

ということで、あなたにお話ししたいと思います。

うまい言葉がみつからないのですが、まあざっくりと言うと、そんな話です（笑）。

なんでこんな話をしようかと思ったかといいますと、

先日フィッティングをされた方がいらっしゃいまして、その方がきっかけになっています。

話の顛末（てんまつ）は、こんな感じです。

アンダースペックのクラブを…
先日、スタジオにいらしたＫさん（75 歳）の方の話です。

Ｋさんのゴルフクラブとスイングを見させていただいて

一番最初に感じたのが、相当な「アンダースペック」だということでした。

ちなみに「アンダースペック」というのは、

自分の身体やスイングよりも、クラブの性能のほうが「下回った状態」のことを言います。

　・クラブが軽い

　・クラブが短い

　・ロフト角が大きい

　・グリップが細い

これらのいずれか、あるいは複数合わさっている場合もあります。

思うに、Ｋさんは 75 歳ということで、おそらくゴルフショップの店員さんも

　「このおじいさんには、シニア向けの軽めのクラブを勧めておけばいいや」

ぐらいの感じだったんでしょうね。

ベスト・オブ・メールマガジン

アナタ、まだ
老けこむ年齢ではないですよ！

F
千葉のクラブ工房より、、、
rom: 徳嵩力一
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診断で打っていただいて、Ｋさんには

「クラブが軽すぎですね」と伝えたのですが、当のＫさんも初めは

　「自分も歳だしな」

　「力（ちから）がなくなってきたんで」

という感じの受け答えでした。

メーカー、そしてショップ店員の「幻想」…
それでもＫさんには

「ちょっとこっちで打ってみてくださいよ」ということで、

重めのクラブを試打していただいたんですが。。。

やっぱり自分の見立ての通り、重いクラブのほうがずっと上手く打てていました！ ^^

Ｋさんは 75 歳ですが、若い頃はラグビーをやっていらしたらしく、

体幹のほうもまだかなり丈夫で、けっこう振れるほうでしたので。。。

ですので絶対、重めのクラブのほうがパフォーマンスがいいという確信がありました。

これをお読みの方は、勉強熱心でどらかというと謙虚な方が多いと思うので、

　「いやいや、自分なんて」という性格の方が多いのかもしれません。

ですが、普通に生活が出来ているのであれば、

普段の生活の動きをしているわけですから、それほど体力が落ちるわけがないのです。

女性の方で「お箸以上の重いものは持てないの…」とか

おっしゃる方であっても、買い物に行ってスーパーの袋を

２つ持てるぐらいなら、それほどか弱くはありません（笑）。

これは自分が仕事をしていてよく思うのですが、

どこかでメーカーさんたちやショップの店員さんたちは、

勝手に作り上げた「女性像」「お年寄り像」を作ってしまっているのかもしれません。

それはおそらく「幻想」でしかありません。

もちろん体力のない方というのも、中にはいらっしゃいますが、

ほとんどの場合、実際はそうではありません。
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40 歳の自分らが言わせていただくのは何ですが、そもそも、

ゴルフバックを担げるぐらいなんですから、ゴルフが出来ないわけがないのです。

今は 80 歳超えていても「超元気」！
しかも、今の 70 代、80 代というのは、戦後の日本を支えてきた世代です。

終戦後、あれだけの焼け野原から一大経済大国を築き上げた人達なんですから、、、

まだまだ、年寄り扱いしたらいけません！（笑）

それを勝手な自分ら若い世代の勝手な想像で、

変におじいちゃん、おばあちゃん扱いしてはいけないなと思います。

確かに、自分らのおじいちゃん、おばあちゃんというのは、

みたまま確かに、本当に「おじいちゃん」「おばあちゃん」でした。

ちなみにウチの親父は今年 65 歳ですが、今の親父の世代というのは、

以前のおじいちゃんおばあちゃん世代に比べて、明らかに若いです。

実際にスタジオのほうにいらしているお客さんで、

もうすぐ 80 歳のお客さんとかもいらっしゃいますが、

本当にイキイキとして元気で、ゴルフを楽しんでいます。

それなりに腕力だってありますので、

勝手な想像で、無理にお年寄り扱いする必要はありません。

でもこれは、先ほどのＫさんもしかりですが、ご自身による思い込みの部分もあると思います。

「もう歳だから、クラブが軽くないと飛ばないんじゃないか」

こんな思い込みですね。でも、それは多くの場合は思い込みです。

でも、仕事もリタイヤして好きなゴルフが目一杯できるのに、

クラブのせいで上手くいっていないのは、あまりにもったいない。

今回のＫさんさんもそうですが、もっとあなたなりに楽しめる方法を、

クラブという側面から見つけて欲しいと思っています。

徳嵩力一
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こんにちは、近藤です。

今回は特にコースでダフリが多くてスコアを崩してしまう。

という方に有効な練習法を紹介していきます。

ダフリの原因はいくつかありますが、特に多いのがインパクトで右に重心が残ってしまって

ボールの手前を打ってしまう。というケースが非常に多いんです。

クラブは振り子運動で動いていますので、アドレス時より軸が右に残った状態で

インパクトを迎えるとボールの手前に最下点が来ますので

ボールの手前の地面を打ってしまう。というわけなんです

そこで今回は重心が右に残らずにしっかりとインパクトで左重心、

しっかりと左に乗った状態でインパクトできるようになる練習方法を紹介したいと思います。

「ステップ打ち」という練習方法です。

このステップうちにもいくつかあって、

例えば右、左とステップするステップ打ちもあるんですが、

このステップ打ちだと右、左と左右に大きく軸ブレを起こしてしまうケースがあるので

今回は左足だけをステップする、というステップ打ちを紹介したいと思います。　

やりかたはこんな感じです。

まず通常のアドレスをとって左足を右足のほうに寄せていきます。

そしてバックスイングを行ったら左足の踏み込みでダウンスイングをスタートして

そして打っていく。という練習方法です。

それではまずやってみたいと思います。

まず通常のアドレスを行って左足を右足のほうに寄せていきます。そして打っていきます。

このようにバックスイングを行ったら左足を踏み込むことで

ベスト・オブ・メールマガジン

ステップ打ちでダフリ解消？

F
スタジオ・スマイラックより、、、
rom: 近藤雅彦
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ダウンスイングの切り返しをスタートして、

そしてスイングを行っていくという練習方法です。

こうすることで右足に体重が残ったままインパクトすることなく

しっかりと左重心でインパクトを行うことができるようになります。

そしてここでもう一つ意識してもらいたいポイントがあります。

それは左足をステップしていく時に足の外側に重心が逃げてしまわない、ということです。

外側に逃げてしまうと左足が流れてしまって受け止めることができませんので

しっかりと体を支えることができません。

左足をステップするときに大事なのはしっかりと足の内側、

この土踏まずでしっかりと地面をホールドする。ということがポイントになります。

ダウンスイングで左足をステップした時にこの足の内側の土踏まずでホールドして、

そしてインパクトを迎えた後もなるべく外に逃げないように

しっかりと内側で地面をホールドしていきます。

そうすることで左側に壁ができ、インパクトからフォローで

上半身が下半身を追い越していくような感覚が体感できると思います。

この練習は右足に重心が残ってダフリを防ぐという練習方法でもありますが、

ステップをしていくことによって下半身リードのしっかりと踏込を使って

下半身リードのスイングが身についていきますので

飛距離アップにもつながる、という練習方法なんです。

ぜひダフリで悩んでいる方、さらに飛距離アップをしたいという方は

こんな練習方法を試してみてください。　　　

■ WEB 動画 URL: https://g-live.info/?p=12175

近藤雅彦
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こんにちは右手のゴルフの片山晃です。

今回はアドレスの姿勢ですね。

よくアドレスの姿勢では、胸を張ってお尻を出す。

胸を張ってお尻を出したアドレスをしろ、

とよくものの本にも書いてありますし、

そういう風に教えている

レッスンプロもいるようですが、

私が教える右手のゴルフでは全く逆です。

胸は張りません。どちらかというと、

肩を前に持ってきて、

そして腰も後ろへ張らないで、

お尻を後ろに出すようなことはしないで、

少し下へ落とす。

ちょうど背中が猫背になったような

丸いアドレスをとります。

なぜこのアドレスがいいか。

ベスト・オブ・メールマガジン

実は丸いアドレスが正解／
クラブとスライス

F
埼玉の練習場より、、、
rom: 片山晃

猫背のような姿勢でのアドレス

猫背にすることによって肩甲骨が開き…

このアドレスをとると肩甲骨が開いて、

このあと肩甲骨を動かしてスイングすることができるんですね。

胸を張ったスイングだと、肩甲骨が閉まってしまいます。

胸を張ったアドレスだと、肩甲骨が閉まってしまうので、

肩甲骨が動かない可動域の狭いスイングになってしまいます。

そうなると体を動かすことでしかクラブを振ることはできなくなるんです。
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スイングというのは腕を自由に振った方が、体に負担なく、簡単にボールが飛ぶんです。

力のなくなった女性やシニアのゴルファーが簡単にボールを飛ばすこと、

そして体を痛めないためには、肩を前に持ってきて少し猫背気味なアドレスをしたほうが、

体に負担なく、そして腕の振りを大きく、肩甲骨の可動範囲の広いスイングになります。

ぜひ胸を張ってお尻を出すアドレスは、今からおやめになってください。

猫背で、肩を前に持ってきたアドレス。

楽なアドレスでゴルフを楽しんでみてください。

■ WEB 動画 URL：https://g-live.info/?p=14946

片山晃
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こんにちは、ティーチングプロの古賀公治です。

さて今日のテーマは、

「スポーツ、日本が勝てない理由」ということで、お話ししたいと思います。

タイトルにも書かせていただいた通り、

子どもの頃野球をやっていた方、高校球児だった方には

ちょっとご批判を受けてしまうような話かもしれません。

ですがこの話は、ゴルフにもとても関係のある話なので、あえてさせていただきます。

さて、これはとある高校の野球部での話なんですが。。。

良かれと思ってやったことが…
とある学者が、ある高等学校の野球部にこんな提案したことがあるそうです。

「１週問に１日、子どもたちに自分を見つめるための休みを与えたらどうですか？

　先生はその７分の１だけ損したと思われるかもしれませんが、

　今までの２０パーセント以上、子どもたちの心と体は逞しくなることを保証します」

そんなことを言われて、普通はそんなことすぐにできるわけがないと思いますよね。

ですがその野球部の指導者は聞く耳を持った立派な方で、このように答えたそうです。

「では土・日は他校との練習試合があるので、月曜日を一日休みにしてみます」

ということで、その学者先生の話を早速実践してみることに。

ですが。。。

ベスト・オブ・メールマガジン

高校球児だった方は
読まないで下さい…

F
尼崎テクノランドより、、、
rom: 古賀公治
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１か月ほど経って、高校球児たちの父兄から次のような苦情が出たそうです。

「先生、子どもたちを今まで同様、グラウンドに置いといてください。

　へたに休みを与えると、勉強の仕方はわからない、野球仲間以外に友だちは一人もいない、

　遊び方も知らないということで、家のなかでゴロゴロして目障りでしようがないんです」

つまり、球児たちに良かれと思って与えられた休みに、

身の処し方がわからなくなってしまったんですね。

命令に従うのが良い子？
もちろんこれはあくまで一つの例といえばそうですし、

こうした生徒さんばかりではないのはもちろんです。

ですが、野球を通していつも号令１つで監督の命令に服従するのがいい子で、

自らものを考えて行動するという習慣を失なってしまった。

野球浸けになって、監督やコーチの指示通りに 100 パーセント行動する生活が習慣となって、

いつの間にか自分のことを自分で判断できなくなってしまっているのです。

リトル・リーグ時代から彼らは、土日も朝から晩まで、

日が暮れるまで野球漬けになっています。

それなのに、

　「野球は集団でやるのだから社会性を養ううえにおいては、非常に優れたスポーツだ」

と、いろいろな人がいろいろなところで語っておられます。

ところが私に言わせれば、とんでもない誤解をしています。

彼らは、野球仲間以外は友だちゼロという、非常にかわいそうな存在なのです。

ヒナのころからわが家で長年飼っていたフクロウが、

成長したので森へ戻してやろうとしたところ、翌朝起きてみたら軒先にいた。

もちろんここで申し上げたような生徒さんばかりではないでしょうが、

そういう現象が彼らにも起きているのです。
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いわゆるチームスポーツのボールゲームだけを経験すると、

仲良しになるというのは、イコール相互依存だと錯覚してしまう恐れがあります。

実際、集団ゲームだけを体験した人は、社会に出てから個人で解決しなければならない問題とか、

窮地に陥ったときの問題解決能力が低いのではないかと分析する学者がいます。

たとえば野球などの場合、ピッチャーが「今日はバックに救われました」とか、

野手が「今日はピッチャーがよく投げてくれました」とかいうのは、

社会学者にいわせると、寄り掛かりだというわけです。

一方、ゴルフではどうか？
ゴルフはどうでしょう。

ゴルフのような個人スポーツなどは、どんな窮地に陥っても、

自らの力で切り開いていかなければならないわけですから、

精神的にも肉体的にも逞しい人問に育っていくのではないでしょうか。

個人スポーツをやっている子どもは、概して独立心が旺盛のような気がします。

ただ個人スポーツだけで集団スポーツの経験のない子どもは、

自己主張が強すぎるきらいもあります。

ですので子ども時代はやはり、個人と集団のスポーツの両方を取り入れたほうが、

「個の問題解決能力」も養われますし、人問的にも立派に成長すると思います。

水泳をやったり、野球をやったりといろいろな種目をやる機会を与えてやれば、

基礎的体力はもちろんのこと、多面的な運動能力の向上が非常に期待できます。

欧米では、こうしたことは当たり前に行なわれています。

その証拠にジュニア国際大会では、日本と欧米とではそんなに差がありません。

実際ジュニアのゴルフ大会では日本人が優勝することも多々見られます。

それはなぜか？



ベスト・オブ・メールマガジン

Copyright (C) Golf Live All Rights Reserved.

13

2 0 1 5
ベスト・オブ・メールマガジン

１つは、欧米では、個人個人がいろいろな種目をこなしますので、

一つの種目に巧みになる時問がありません。

２つは、欧米では勝ち負けにこだわりませんから、

勝つための作戦については、あまり時間をかけて指導しないからです。

ところが、大学やオリンピックとなると、日本はまだまだ欧米に太刀打ちできません。

それは、欧米では子ども時代に培った多面的な運動能力や

問題解決能力が、大人になって開花するからです。

このように、まだまだ日本では勝ち負けだけにこだわって、

パフォーマンス（運動過程 ) を評価しません。

戦前の日本では、一つのスポーツに巧みな子どもは、いろいろな種目に引っ張り出されました。

それが怪我の功名で、大人になってから国際的に通用する選手や、

偉大な指導者として名を馳せたのです。

第十回ロサンゼルス・オリンピックで、アジア人として初めて

100 メートル 10 秒３で入賞し、「暁の特急」と呼ばれた吉岡隆徳選手は、

学生時代は器械体操を含め、数種目の選手でした。

この例からもわかるように、多面的なスポーツをやると、

肉体的にも精神的にも基盤がしっかりした、底辺の広い運動能力が身につくのです。

そうしたことが、頂点をますます高く、そして鋭くするのです。

今日はこんなところにしておきます。

古賀公治
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お楽しみ様です、モンゴです！

ゴルフ、楽しんでますか～？ ^^

さて、今日は何についてかといいますと、「大根切り」についてのお話です。

よく野球で、極端に上から下に振り下ろすバッティングを「大根切り」って言いますよね？

今日はそのお話になります。

質問いただきました
> 私は短気で、練習をやったりやらなかったりです。

> 一番の悩みはやはりスライスです。

> 左腰から始動しますが前傾角度が保たれません。

> やはり左腰から始動しますため顔が起き上がり

> 「大根斬り」になります。

> これを直す効果的ドリルはありますか！？

なあるほどお。。。

いわゆる「大根切り」になっているということは、

極端にアップライトになってしまうということですね。

えーとですね、極端にアップライトになる人というのは、

なんでそうなっちゃうかといいますと、

「手で合わせたい！」という気持ちが、強いからなんですね。

手を使いすぎると、アップライト、そして逆に極端に寝ちゃったりしてしまいます。

ベスト・オブ・メールマガジン

必殺、
ゴルフ大根切り！（笑）

F
千葉の自宅より、、、
rom: モンゴ
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つまりですね。。。

「手を使う＝当てたい」という気持ちが心の奥底にあるわけですから、

まずはその気持ちを取り去ることが先決です。

やっぱり当てに行ってはいけないんです。だからよく言うでしょう？

「素振りがいい」ってね。。。
　「素振りのほうが自然に振れる」

そうなんです。これはとても理にかなった話なんです、実は。

だって、当てにいかないわけですからね。当てるボールがないんですから（笑）。

あるいは、ボールがないように目をつぶって打ってみなさいとかも言いますね。

目をつぶって打つと、みんなびっくりするぐらいスムーズな動きをすしますよ。

モンゴもたまにレッスンのときもやってもらうんですが、

試しに、練習場で目をつぶって打ってみてください。

そうやってお願いすると、たいていの生徒さんが

　「モンゴさん、そんなことしたら空振りしますよ」

　「当たるわけないじゃないですか」

初めはそんなふうに言うんですけど、、、

でもやってみると、みなさんびっくりするぐらい当たります！＼ ( ◎ o ◎ ) ／！

やっぱり当てに行ってはダメ。そして。。。
そうなんです。

当てに行こうとすると、頭が下がったり、軸がブレるんですね。

当てに行く動きでボールに近づいてしまうとダフってしまいうというわけです。

そうすると今度は無意識にかかがんでしまい
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ダフらないようにとすると、今度は起き上がってしまいます。

ほんのちょっとした動きなんですが、そうすると今度はトップが出る結果に。。。（泣）

でもそんなもんです。ダフリとかトップとかって、それこそ何センチの世界ですから。

そしてプロで言えば、ミリの世界ですけどね。

で、質問を下さった方は「練習嫌い」とのことですが。。。

　「喝！！！」

練習はしましょうね～（笑）短い時間でもいいので！

長時間でまとめてよりも、短時間でもいいので毎日のほうがいいですね。

３分でも１分でもいいからやりましょう。

大切なのは、やらない言い訳を作らないことです。

忙しい方でも、３分の時間は取れるはずですからね。。。

以上、少しでも参考になればうれしいです！

それでは、今日も楽しいゴルフを！

モンゴより


